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志摩市の炬
き ょ

火
か

名を募集します！
国体の開催を一緒に盛り上げよう！

　オリンピックでいう「聖火」にあたるものです。三重
とこわか国体・三重とこわか大会の開催期間中、選手た
ちを見守る両大会のシンボルになります。
　今後は、市内小学校 7 校での採火（炬火のもととなる
火を採取すること）や、採火した火を志摩市の火として
一つにまとめる集火式の開催も予定しています。

炬火とは？

炬火を運ぶためのトーチ

と、炬火受皿です！

募集期間 表　　彰

応募方法

応募要件

６月１日（火）～ 30 日（水）　※事務局必着 入賞者（最優秀賞１点、優秀賞２点）には、
８月に予定している集火式で賞状および記念
品を贈呈します。

指定の応募用紙に必要事項を記入し、市実行
委員会事務局に直接届けるか、郵送、ファク
スまたはメールのいずれかの方法で提出して
ください。
くわしくは、市ホームページをご覧いただく
か、市実行委員事務局へお問い合わせくださ
い。

【問い合わせ・応募先】
三重とこわか国体・三重とこわか大会 
志摩市実行委員会事務局

（志摩市教育委員会事務局　国体推進室内）
 44・0207　  44・5263 
 ky-kokutai@city.shima.lg.jp

応募資格

市内に在住または通勤、通学している人
（年齢は問いません）

＜テーマ＞
志摩市の歴史、文化、自然などの魅力を発信
するため、志摩市を印象付ける「志摩市らしさ」
を表したもの。
＜規格等＞
 ・ 炬火名は「○○○の火」または「○○○の灯
　（ともしび）」とし、「の火」または「の灯」を含
　め、20文字以内とします。
 ・ 応募は１人１点とし、応募者本人が作成し、
　未発表のものに限ります。
＜炬火名　参考＞
2019 年　茨城国体　潮来市
　「夕日の茜

あか
が水

み な も
面を染める潮来の火」

2018 年　福井国体　敦賀市
　「輝いて　みなとつるがの　希望の火」

※�応募要件についてくわしくは、市ホームページ
の「三重とこわか国体・三重とこわか大会志摩
市炬火名募集要領」をご覧ください。

たくさんの応募

待ってるとこっ！

三
重
と
こ
わ
か
国
体　
三
重
と
こ
わ
か
大
会
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手洗い・消毒・換気・
マスク着用の徹底

従業員 ･ 来客の体調確認

飲酒を伴う懇親会等
大人数や長時間に及ぶ飲食

３密の回避

密集 密接

密閉

共用スペースの消毒

飛沫感染の防止

敵はウイルス
人じゃない

・アクリル板の設置
・飲食以外はマスク着用
・会食は少人数で
　（できるだけ家族か 4 人まで )

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
県
内
で
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

～
感
染
防
止
対
策
徹
底
の
お
願
い
～

市
民
の
み
な
さ
ま
へ

事
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

志
摩
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部

　
健
康
福
祉
部 

健
康
推
進
課

　

 

４
４・
１
１
０
０　

　

 

４
４・
１
１
０
２

(1)�
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど

の
身
近
な
医
療
機
関
に
、
電
話

に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(2)�
身
近
な
医
療
機
関
が
休
診
の
場

合
や
、
相
談
す
る
医
療
機
関
に

迷
う
場
合
は
「
受
診
・
相
談
セ

ン
タ
ー
」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
９
時
～
21
時
（
土
日
・
祝　
対
応
）

　
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
伊
勢
保
健
所
）

　

 

０
５
９
６・
２
７・５
１
４
０

◎
21
時
～
翌
９
時

　
三
重
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　

 

０
５
９・
２
２
９・
１
１
９
９

発
熱
な
ど
、

体
調
不
良
が
あ
る
場
合

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

～
感
染
防
止
対
策
徹
底
の
お
願
い
～　
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平
成
25
年
３
月
に
作
成
し
た
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
以

下「
旧
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」と
い
う
）を
令
和
２
年
度
に
更
新・

作
成
し
、
５
月
中
旬
か
ら
自
治
会
を
通
じ
て
、
ま
た
は
市
窓

口
で
配
布
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
更
新
な
ど
の
理
由
は
、
旧
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
か
ら
７
年
以
上
が
経
過
し
、
自
治
会
が
指
定
し
た
一
時
避

難
場
所
や
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
よ
る
指
定
避
難
所
の
名
称

お
よ
び
場
所
な
ど
が
変
更
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
修
正
す
る
必
要

性
が
高
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
下
の
図
の
よ
う
に
旧
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
も
併
せ
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
し
て
分
け
て
作
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、
平
成
22
年
度

か
ら
県
が
行
っ
て
い
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
市
内
全
域
の

基
礎
調
査
が
令
和
２
年
度
で
完
了
し
た
た
め
で
す
。

新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
概
要

★
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新

　

�

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
に
よ
る
主
な
変
更
点
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
●�

津
波
の
た
め
避
難
す
べ
き
地
域
に
つ
い
て
は
「
津
波
浸

水
域
」
と
し
て
表
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
避
難
行
動
に

つ
い
て
判
断
を
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
そ
の
場
所
で

の
浸
水
す
る
津
波
の
深
さ
は
最
大
ど
の
く
ら
い
か
を
表

す
「
最
大
浸
水
深
」
を
色
分
け
に
よ
り
判
別
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　
●�

到
達
時
間
は
「
１
ｍ
津
波
」
到
達
時
間
と
「
最
大
津
波
」

到
達
時
間
の
２
つ
を
表
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

更
新
で
は
避
難
行
動
が
困
難
と
な
る
「
津
波
浸
水
深
30

㎝
」
到
達
時
間
を
表
示
し
ま
し
た
。

　
●�

見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
土
砂
災
害
関
連
の
情
報
は
含

め
ず
、
津
波
に
特
化
し
ま
し
た
。

★
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

　

�

今
回
作
成
し
た
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
●�

配
布
の
目
的

　
　

�

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
大
雨
に
伴
う
土
砂
災
害
に
お
け
る

自
宅
付
近
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
避
難
所
、
避
難
経

路
な
ど
の
市
民
な
ど
へ
の
周
知
と
自
主
的
な
判
断
に
よ

る
避
難
行
動
の
支
援
の
た
め
で
す
。

　
●�

土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
黄
色
い
網
掛
け
）

　
　

�

土
砂
災
害
に
よ
り
、
住
民
な
ど
の
生
命
ま
た
は
身
体
に

危
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域

　
●�

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
赤
い
網
掛
け
）

　
　

�

土
砂
災
害
に
よ
り
、
建
物
が
損
壊
し
住
民
な
ど
の
生
命
又

は
身
体
に
著
し
い
危
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域

自
宅
が
危
険
か
ど
う
か
の
事
前
確
認
を

　

新
し
く
な
っ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
ま
ず
は

自
宅
が
危
険
な
地
域
に
あ
る
か
ど
う
か
を
次
の
手
順
で
確
か

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
事
前
の
準
備
内
容
や
避
難

行
動
の
必
要
性
、
避
難
を
開
始
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て

事
前
に
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★
１
自
宅
を
○
で
囲
む

　
　
（
津
波
や
土
砂
災
害
の
範
囲
を
確
認
）

★
２
避
難
場
所
・
避
難
所
を
○
で
囲
む

★
３
避
難
ル
ー
ト
を
書
き
込
む

　
　
（
複
数
の
ル
ー
ト
を
設
定
）

★
４
目
立
つ
と
こ
ろ
に
掲
示

　
　
（
家
庭
内
で
共
有
）

問
い
合
わ
せ　

 

４
４・０
２
０
３　

 

４
４・５
２
５
２

地
域
防
災
室　

chiikibosaishitsu@
city.shim

a.lg.jp
新
し
い
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
～
ま
ず
は
自
宅
が
危
険
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
～

シ
リ
ー
ズ 

防
災

　 

そ
の
120

【新旧ハザードマップの比較（的矢地区の例）】

旧ハザードマップ
（平成 25 年３月）

問い合わせ 建設整備課　  44・0304

問い合わせ 地域防災室　  44・0203

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
令
和
３
年
３
月
）

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
令
和
３
年
３
月
）

新
し
い
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
い
ま
す
～
ま
ず
は
自
宅
が
危
険
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
～
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志摩市の地方創生事業の一環で、市内で働く若者を紹介するコーナーです。
志摩で頑張る若者に仕事に対する思い、将来の目標についてお聞きします。

若者 Miraiしま

FAX問い合わせ　総合政策課　　44・0205　　44・5252　　sogoseisaku@city.shima.lg.jp

有
限
会
社 

カ
ネ
カ 吉よ

し

田だ　
真ま

さ

記き 

さ
ん　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
29
歳　
阿
児
町
鵜
方
出
身

　
家
業
を
継
ぐ
た
め
、
京
都
の
大
学
で
経
営
に
つ

い
て
学
ぶ
。
卒
業
後
は
名
古
屋
の
会
社
で
経
験
を

積
み
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
志
摩

市
へ
戻
る
。

お
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

お
酒
を
仕
入
れ

て
、
ホ
テ
ル
さ
ん
や

飲
食
店
さ
ん
へ
販
売

し
て
い
ま
す
。
一
般

の
お
客
様
向
け
の
店

舗
も
市
内
に
３
店
舗

あ
り
ま
す
。
会
社
は

創
業
１
０
０
年
ほ
ど

に
な
り
、
当
時
は
さ

安
は
あ
り
ま
し
た
。
で
も
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
を

手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
知
り
合
い
も
増
え
、

徐
々
に
人
脈
が
広
が
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

地
元
で
お
酒
を
販
売
す
る
の
で
い
ろ
ん
な
方
と
の

つ
な
が
り
は
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
社
で
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

　
仕
事
を
通
し
て
市
内
だ
け
で
な
く
県
外
の
方
と

も
知
り
合
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
商
品
を
試
飲
す
る
こ
と
も
で
き
、
知
ら
な
い

も
の
に
触
れ
る
機
会
も
多
い
で
す
。
い
ろ
ん
な
人

や
商
品
と
関
わ
れ
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
で

す
！

　
誰
か
と
一
緒
に
お
酒
を
飲
む
と
い
う
こ
と
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
す
。
み
な
さ
ん
の

楽
し
い
機
会
を
創
出
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
魅
力

を
感
じ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
渦
の
現
在
は
、
な
か
な
か

で
き
な
い
こ
と
で
す
が
、
今
後
そ
う
い
っ
た
活
動

も
し
て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
？

　
会
社
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
時
代
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

勉
強
し
、
お
酒
の
こ
と
と
な
っ
た
ら
僕
に
聞
い
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
み
ん
な
に
頼
っ
て
も
ら
え

る
存
在
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

ま
ざ
ま
な
商
品
を
販
売
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

ど
の
よ
う
な
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
？

　

生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
仕
事
で
す
の
で
、

自
分
が
紹
介
し
た
お
酒
を
お
い
し
か
っ
た
と
満
足

し
て
い
た
だ
け
た
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
。
例
え
ば
観
光
客
へ
地
元
の
お
酒
を
勧
め
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
お
酒
を
き
っ
か
け
に
、
ま
た
訪

れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。

志
摩
市
で
働
く
ま
で
に
名
古
屋
や
京
都
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
へ
戻

る
際
の
お
気
持
ち
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　

や
っ
ぱ
り
地
元
に
戻
っ
て
く
る
の
は
久
々
で
、

知
り
合
い
も
少
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
少
し
不

志摩ブランド認定商品の志州隼人
きんこ芋を使用した人気の焼酎です

地
方
創
生
シ
リ
ー
ズ

9



　4 月 24 日、志摩市の高校生と太平洋島しょ国出身の留学生が参加するオンライン交流会
を行いました。太平洋島しょ国と日本の共通課題である気候変動や環境問題などについて英
語を交えて話し合い、相互理解を深めました。

外務省認定
PALM9 記念事業

環境問題に関するジュニア交流　「オンライン交流会」

　交流会前にフィールドワークを通して、志摩市の現状を学びました。
　志摩市からは、市内の高校生 5 人、国際交流員 2 人、ALT1 人が参
加しました。
　まずは、あづり浜（志摩町）でのクリーンアップ活動。カン、ビン、
ペットボトルのほか、プラスチックの破片やロープなどを拾いました。
丁寧にごみ拾いをすることで、これまで気づかなかった海岸の現状を
知ることができました。
　クリーンアップ活動の後は、海女小屋体験施設「さとうみ庵」で、
海女について学び、現役の海女さんに困っていることや海の状況など
について質問しました。海女さんからは、海の環境が変わり、海藻が
少なくなってアワビやサザエが減っていることを教えてもらいました。

　午後からは、太平洋・島サミット参加国出身の留学生のみなさんと
オンラインで交流しました。志摩市の参加者は 2 グループに分かれて、
午前中の体験をもとに、「海女漁と磯焼け問題」、「地球温暖化による海
洋への影響」について、それぞれ発表を行いました。
　留学生のみなさんからは、自国の紹介と、地球温暖化による海面上
昇や自然災害などの自国が抱える環境問題や現状についてのお話を英
語で聞かせてもらいました。また、伊勢志摩国立公園管理事務所管理
官の人を講師として迎え、国立公園の自然を守っていくために大切な
こと（①何を守るべきかを知ること。調べること。②たくさんの人に
伝えて仲間を増やすこと）を教えてもらいました。

　最後は、みんなで記念撮影。同じ海に生きるパートナーとして、
太平洋島しょ国とのつながりを大切に、みんなで取り組んでいきたい
と感じることのできた貴重な時間となりました。

問い合わせ　 SDGｓ未来都市推進室　  44・0206　  44・5252

シリーズ　SDGs 未来都市太平洋・島サミット NEWS！×

≪留学生の出身国≫

キリバス共和国 ツバル フィジー共和国ソロモン諸島 パラオ共和国 ミクロネシア連邦

シ
リ
ー
ズ　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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市・太
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ッ
ト
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
！
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図柄入りナンバープレートで
伊勢志摩を PR しよう ！

　令和２年５月11日から図柄入りの「伊勢志摩ナンバープレート」の
交付が開始されてから１年が過ぎました。
　同ナンバープレートは、伊勢志摩の魅力を地域内外に発信し、当地
域への愛着を深めてもらえるよう開始したものです。

問い合わせ　総合政策課（☎ 44・0205　FAX 44・5252）

　図柄デザインの作品名は、「吹き行く魅力」。心温まる有数
の観光施設や人の交流を赤い風で表し、恵み豊かな海に囲ま
れ潮風が満ちている様子を青い風で表現しています。

　詳しくは、図柄ナンバー申込サービス（ URL  
https://www.graphic-number.jp）または、
近くの自動車販売店・整備工場などへ相談して
ください。

伊勢志摩ナンバープレート交付対象
　伊勢市・鳥羽市・志摩市・玉城町
　度会町・南伊勢町・明和町

図柄ナンバー申込サービス 検索

図柄入りナンバープレートで

　図柄入りナンバープレートは、上の表の交付手数料に加え、1,000
円以上の寄付をするとフルカラーになります。寄付金は、当地域の交
通改善や観光振興などの取り組みに活用されます。

図柄入りナンバープレート（モノトーン）交付手数料（2枚1組）
普通自動車 軽自動車 大型車
7,500円 8,250円 11,620円

※図柄入りナンバープレートは、「希望ナンバー制度」による申し込み（受注
生産）となります。

美化パートナー事業 図書館管理運営費

学生応援地域産品給付事業

問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課

　

 

４
４・
０
２
０
５

　

 

４
４・５
２
５
２

　

 sogoseisaku@
city.

　
　

 shim
a.lg.jp

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
制
度
（
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
）
に

よ
り
、令
和
２
年
度
は
、ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
含
め
、６
，６
９
３
件
、

４
億
４
，８
４
５
万
９
，１
０
４
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
左
記
の
と
お
り
寄
附
者
が
指
定
し
た
分
野
別
に
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
、
運
用
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
思
い
を
反
映
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

令和 2 年度中の寄附金集計
　収入
寄附金		        448,459,104 円

（うちガバメントクラウドファンディン
グ　256,000 円）
基金利息		   151,327 円

　支出 基金活用（取崩額）
美化パートナー事業	 2,300,000 円
学生応援地域産品給付事業	 1,950,000 円
老人福祉一般経費	 1,800,000 円
図書館管理運営費	 890,000 円
国際交流員活動経費	 950,000 円
観光ＰＲ推進事業	 4,250,000 円
ほか 66 事業	 381,380,000 円
合計	 393,520,000 円

令和２年度末時点での基金残高
ふるさと応援基金	 1,330,871,189 円
内訳
環境に関する事業	 306,763,370 円
生活・安全に関する事業	 54,104,005 円
産業の振興に関する事業	191,587,002 円
健康・福祉に関する事業	126,659,003 円
教育・文化に関する事業	168,907,110 円
まちづくりに関する事業	 93,658,100 円
その他個別の指定事業	 420,000 円
事業指定なし	 387,537,004 円
�ガバメントクラウドファンディング（海外
留学支援資金）	 244,000 円
※�基金積立残高には、寄附金のほかに利息

991,595 円を含んでいます。
※�基金積立額と収入額との差異は、基金積

立時期の年度またぎにより生じます。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
で
伊
勢
志
摩
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う 

！・ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
運
用
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況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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　市の財政状況を市民の皆さんにご理解いただくため、「志摩市財政状況公表条例」に基づき令和３年３月 31 日
現在の令和２年度財政執行状況をお知らせします。
　※出納整理期間が５月 31 日まであるため、決算の数字とは異なります。
　※「予算現額」は、当初予算額に補正予算による増減と前年度からの繰越予算を加えた額です。

財政経営課　  44・0204　  44・5252

市の財政状況をお知らせします
令和２年度下半期

◆一般会計の予算執行状況
〈歳入〉 （単位：千円）

区　　　分 予算現額 収入済額 （執行率）
市 税 5,588,526 5,534,794 （99.0%）
地 方 譲 与 税 175,066 178,093 （101.7%）
利 子 割 交 付 金 5,000 5,277 （105.5%）
配 当 割 交 付 金 22,000 24,497 （111.4%）
株式等譲渡所得割交付金 10,000 26,527 （265.3%）
法人事業税交付金 19,000 19,034 （100.2%）
地方消費税交付金 1,028,000 1,072,493 （104.3%）
ゴルフ場利用税交付金 36,000 37,413 （103.9%）
環境性能割交付金 24,000 20,204 （84.2%）
地 方 特 例 交 付 金 37,525 37,525 （100.0%）
地 方 交 付 税 9,582,986 9,567,891 （99.8%）
交通安全対策特別交付金 3,000 3,542 （118.1%）
分担金及び負担金 85,773 87,370 （101.9%）
使用料及び手数料 212,773 214,572 （100.8%）
国 庫 支 出 金 8,236,038 8,029,236 （97.5%）
県 支 出 金 1,257,726 1,183,823 （94.1%）
財 産 収 入 19,476 21,872 （112.3%）
寄 附 金 495,362 458,377 （92.5%）
繰 入 金 2,366,312 2,325,346 （98.3%）
繰 越 金 519,823 519,823 （100.0%）
諸 収 入 387,265 320,276 （82.7%）
市 債 1,471,100 621,700 （42.3%）
自動車取得税交付金 2 12 （600.0%）

合　　　計 31,582,753 30,309,697 (96.0%)

〈歳出〉 （単位：千円）

区　　　分 予算現額 支出済額 （執行率）
議 会 費 197,580 191,122 (96.7%)
総 務 費 8,815,538 8,401,403 (95.3%)
民 生 費 8,040,464 7,647,498 (95.1%)
衛 生 費 2,599,163 2,460,333 (94.7%)
農林水産業費 664,897 538,441 (81.0%)
商 工 費 1,384,089 1,199,501 (86.7%)
土 木 費 1,228,053 1,065,717 (86.8%)
消 防 費 1,443,223 1,391,584 (96.4%)
教 育 費 2,535,809 2,177,979 (85.9%)
災 害 復 旧 費 8,400 4,292 (51.1%)
公 債 費 4,645,326 4,644,971 (100.0%)
予 備 費 20,211 0 (0.0%)

合　　　計 31,582,753 29,722,841 (94.1%)

市税　市民税・固定資産税・軽自動車税・市たば
こ税・入湯税などの市が徴収できる税金です。
地方譲与税・各種交付金　国の目的税などを財源
として、地方自治体へ交付されるお金です。
地方交付税　地方自治体の財政力に応じて、国か
ら配分されるお金。自治体間の財政格差を縮め、
全国どこでも必要最小限の行政サービスを提供す
るのが目的です。
分担金及び負担金　保育料や工事分担金などがこ
れにあたります。
使用料及び手数料　市の公共施設使用料や市営住
宅使用料などが使用料、住民票交付手数料や一般
廃棄物処理手数料などが手数料にあたります。
国庫支出金・県支出金　市が行う事業に対し、国
や県が出す補助金・負担金・委託金で、使い道は
あらかじめ決められています。
繰入金　各種基金（預金）から一般会計へ繰り入
れるお金。預金を下ろすようなものと考えてくだ
さい。
市債　市の借金。一時的に大きな支出があるとき
や、将来にわたって市民も負担するものがふさわ
しい場合に、決められた手続きで借りるお金です。

議会費　議会の運営などに使われる経費です。
総務費　全般的な管理事務や企画調整事務、財政・
財務管理、徴税、選挙など行政運営に使われる経
費です。
民生費　高齢者・障がい者・児童の福祉などに使
われる経費です。
衛生費　健康で衛生的な生活環境を守るために、
保健・医療・環境保全などに使われる経費です。
農林水産業費　農林水産業の振興を図るための支
援や生活基盤整備などに使われる経費です。
商工費　中小企業の振興を図るための支援や観光
振興に使われる経費です。
土木費　道路・公園の整備、市営住宅などの改良
や維持管理に使われる経費です。
消防費　消防、救急、防災などに使われる経費です。
教育費　小中学校や幼稚園など教育施設の整備や
運営、社会教育などに使われる経費です。
災害復旧費　災害によって生じた被害の緊急的な
復旧に使われる経費です。
公債費　市の借金の返済に充てられる経費です。
予備費　不測の事態による予算不足に充てる予備
的な経費です。

歳入用語解説

歳出用語解説
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◆市税の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（単位：千円）

税　　目 予算現額 調定額 収入済額 （対予算） （対調定）

市 民 税 2,012,663 2,111,614 1,937,711 (96.3%) (91.8%)

固 定 資 産 税 2,976,158 3,343,724 2,987,738 (100.4%) (89.4%)

軽 自 動 車 税 201,820 224,764 205,524 (101.8%) (91.4%)

市 た ば こ 税 326,533 337,959 337,919 (103.5%) (100.0%)

特別土地保有税 1 5,458 0 (0.0%) (0.0%)

入 湯 税 71,351 65,906 65,902 (92.4%) (100.0%)

合　　計 5,588,526 6,089,425 5,534,794 (99.0%) (90.9%)

※�税などを市の収入にしようとする場合において、その内容を調査して収入金額を決定する行為を調定といい、その決定した額
が調定額です。この調定に基づき、納入義務者に対し納入通知書が発送されます。

◆企業会計の予算執行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会計別 予算の種類 収入予算額 収入済額 （収入率） 支出予算額 支出済額 （執行率）

水 道 事 業
収益的収支 1,526,553 1,525,234 (99.9%) 1,533,933 1,438,249 (93.8%)

資本的収支 43,003 48,340 (112.4%) 745,360 626,058 (84.0%)

下水道事業
収益的収支 566,101 575,384 (101.6%) 578,474 548,527 (94.8%)

資本的収支 228,604 226,223 (99.0%) 385,215 382,273 (99.2%)

病 院 事 業
収益的収支 1,264,612 1,270,525 (100.5%) 1,419,432 1,293,942 (91.2%)

資本的収支 122,822 102,730 (83.6%) 122,822 121,279 (98.7%)

「企業会計」…�…�会社などのように独立採算を基本として経営を行っている地方公営企業の会計です。志摩市では水道事業、下
水道事業、病院事業がこれに当たります。

「収益的収支」…経営活動全般に関する収支をいいます。
「資本的収支」…施設の建設などに関する収支をいいます。

◆特別会計の予算執行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（単位：千円）

会　計　別 予算現額 収入済額 （収入率） 支出済額 （執行率）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6,581,245 6,218,463 (94.5%) 6,127,085 (93.1%)

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,410,287 1,398,956 (99.2%) 1,306,013 (92.6%)

介 護 保 険 特 別 会 計 7,584,585 7,550,403 (99.5%) 6,836,111 (90.1%)

住宅新築資金等貸付事業特別会計 9,072 11,662 (128.5%) 8,982 (99.0%)

　「特別会計」…�特定の目的のために設けられた別会計で、特定の財源で事業を行います。市町村の実情に合わせて独自に持つ
ことができます。志摩市は４つの特別会計を持っています。
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◆一時借入金残高　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　　分 借入残高
一 般 会 計 1,000,000
特 別 会 計 0
企 業 会 計 0

合　　　計 1,000,000
「一時借入金」…支払いなど一時的に資金不足になったと
きに金融機関などから借り入れるお金で、短期間で返済
されます。

◆各種基金現在高　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

種　　別 現在高 種　　別 現在高
財政調整基金 2,944,195 鵜方駅前公共駐車場施設整備基金 17,945
減債基金 156,914 ふるさと応援基金 1,330,871
地域振興基金 2,241,556 まちづくりクラウドファンディング

活用支援基金 9,184
山林運用基金 173
地域福祉基金 60,579 奨学金返済支援基金 12,448
阿児地区振興基金 143,598 創業等支援基金 8,976
船越地区振興基金 252,830 森林環境譲与税基金 0
真珠養殖漁業振興基金 33,563 新型コロナウイルス感染症対策基金 65,691
浜島地区福祉施設整備基金 148,000 地方創生応援基金 2,300
奨学基金 135,000 国民健康保険財政調整基金 346,604
災害援助基金 8,080 国民健康保険出産費資金貸付基金 2,400
鵜方小学校図書充実基金 571 国民健康保険高額療養費貸付基金 5,000
観光農園基金 0 介護保険介護給付費準備基金 283,750

合　　　計 8,210,228

◆地方債現在高

区　　分 現在高
（千円）

１人当り
負担額（円）

１世帯当り
負担額（円）

一 般 会 計 23,865,957 496,587 1,046,294
（ う ち、 合 併 特 例 債 ） (8,987,572) (187,007) (394,019)

特 別 会 計 324 7 14
企 業 会 計 4,463,890 92,882 195,699

合　　　計 28,330,171 589,475 1,242,007
　※人口：48,060 人、世帯数：22,810 世帯　（令和３年３月 31 日現在）　
　※�令和 2 年度から下水道事業が企業会計化したことに伴い、下水道事業会計分について、前年度までは特別会計として計上

していましたが、本年度からは企業会計分として計上しています。
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○
情
報
公
開
制
度

　

情
報
公
開
制
度
と
は
、
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
、

市
が
保
有
す
る
公
文
書
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
求
め
に

応
じ
て
開
示
す
る
制
度
で
す
。
「
知
り
た
い
」
と
思
う

情
報
を
、
だ
れ
も
が
い
つ
で
も
開
示
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
一
部
開
示
で
き
な
い
情
報
も
あ
り
ま

す
）
。

　

令
和
２
年
度
の
運
用
状
況
は
、
下
表
の
と
お
り
で

す
。

　

な
お
、
部
分
開
示
は
、
個
人
情
報
に
関
す
る
内
容
な

ど
を
理
由
に
一
部
非
開
示
と
し
、
保
存
期
間
の
過
ぎ
た

文
書
や
文
書
が
存
在
し
な
い
文
書
不
存
在
は
13
件
あ
り

ま
し
た
。

○
個
人
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報
保
護
制
度

　

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保

護
す
る
た
め
に
、
市
が
保
有
し
て
い
る
自
己
に
関
す
る

個
人
情
報
を
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
開
示
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
内
容
の
訂
正
を
求
め
た
り
す

る
権
利
を
定
め
た
制
度
で
す
。

　

令
和
2
年
度
の
開
示
請
求
は
13
件
（
内
訳
は
、
開
示

7
件
、
部
分
開
示
4
件
、
不
存
在
2
件
）
で
し
た
。

　

な
お
、
自
己
情
報
の
訂
正
・
是
正
請
求
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
提
供
す
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正
な
運
用
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

市
民
参
加
の
市
政
運
営
を
目
指
し
て

～
令
和
２
年
度
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況
を
報
告
し
ま
す
～

総
務
課　

 

４
４・
０
２
０
１　

 

４
４・５
２
５
２

情報公開制度運用状況

実施機関名 請求
件数

開示決定状況

開示 部分開示 非開示 不存在 存否を明ら
かにしない

市　　長 142 121 16 － 5 －
議会事務局 2 2 － － － －
教育委員会 32 24 7 － 1 －

選挙管理委員会 1 － 1 － － －
農業委員会 1 － － － 1 －

公営企業管理者 49 37 6 － 6 －
合　　計 227 184 30 － 13 －

空き家の管理は大丈夫ですか？
近年、台風などの自然災害による空き家への被害が増えています。

◆空き家の適正な管理について

◆問い合わせ

◆空き家に関するさまざまな問題について
　空き家は個人の財産であり、所有者な
どが適切に管理することが原則です。
　空き家の所有者または管理者は、周辺
の生活環境に悪影響を及ぼさないよう、
空き家の適切な管理に努めましょう。
※�倒壊・崩落などによって

第三者へ危害を及ぼした
とき、所有者または管理
者に損害賠償が求められ
る場合があります。

営繕室　  44・0306　  44・5262

●屋根や外壁が破損しており、落下・飛散のおそれがある。
●�敷地内の草木が生い茂り、隣地の人や道路の障害になっている。
●�窓や扉が破損しており、子どもや不審者

が侵入しやすくなっている。
●ゴミが散乱しており衛生上良くない。
●�衛生害虫の発生や猫などの小動物が棲み

つくおそれがある。
●放火のおそれがある。
●�建物だけでなく、敷地を囲うブロック塀

について、倒壊のおそれがある。

◆空き家に関する相談・問い合せについて
　空き家の問題については、さまざまな問題があり、専門家への
相談が必要となりますので、空き家に関してお困りの人は専門家
もしくは以下の相談窓口へご相談ください。

どこに相談したら
いいのかしら？

市
民
参
加
の
市
政
運
営
を
目
指
し
て・空
き
家
の
管
理
は
大
丈
夫
で
す
か
？
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知って安心！

国 民 年 金
◆
年
金
額
の
改
定
に
つ
い
て

　
年
金
額
は
物
価
や
賃
金
の
変
動
に
応
じ
て
改

定
を
行
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
年
金
額
は
、
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
６
月
受
け
取
り
分
か
ら
前
年
度
よ
り
0.1
％

マ
イ
ナ
ス
で
改
定
さ
れ
ま
す
。

【
年
金
額
の
改
定
ル
ー
ル
】

　
年
金
額
の
改
定
は
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
が
マ
イ
ナ
ス
で
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率

が
物
価
変
動
率
を
下
回
る
場
合
、
年
金
を
受
給

し
始
め
る
際
の
年
金
額
（
新
規
裁
定
年
金
）
、

受
給
中
の
年
金
額
（
既
裁
定
年
金
）
と
も
に
名

目
手
取
り
賃
金
率
を
用
い
る
こ
と
が
法
律
に
よ

り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
３
年
度
年
金
額
は
、
新
規

裁
定
年
金
・
既
裁
定
年
金
と
も
に
、
名
目
手
取

り
賃
金
変
動
率
（
▲
0.1
％
）
に
よ
っ
て
改
定
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
賃
金
や
物
価
に
よ
る
改
定
率
が
マ
イ

ナ
ス
の
場
合
に
は
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
調
整
は
行
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
令
和
３
年
度
の
年
金
額
改
定
に
お
い
て

は
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
調
整
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
未
調
整
分

（
▲
0.1
％
）
は
翌
年
度
以
降
に
繰
り
越
さ
れ
ま

す
。

　
く
わ
し
く
は
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
任
意
加
入
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年

金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た

な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は

保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
免
除
期
間
等
が
原
則

と
し
て
10
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に

な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
）

◆
付
加
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内

　
付
加
保
険
料
は
、
将
来
、
高
い
老
齢
給
付
を

受
け
た
い
と
い
う
要
望
に
よ
り
設
け
ら
れ
た

も
の
で
、
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被

保
険
者
が
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
（
月
額

４
０
０
円
）
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
は
、
付
加

保
険
料
を
納
付
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
業
者

年
金
の
被
保
険
者
に
な
っ
た
場
合
、
希
望
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
付
加
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
老
齢
基
礎
年
金
と
合
わ
せ
て
受
給
で
き
る
終

身
年
金
で
す
が
、
定
額
の
た
め
、
物
価
ス
ラ
イ

ド
（
増
額
・
減
額
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
希
望
の
人
は
、
保
険
年
金
課
お
よ
び
各
支

所
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん
だ
月

分
か
ら
に
な
り
ま
す
。
納
付
期
限
は
翌
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
で
す
。

　
付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
２
０
０
円
×
付
加

保
険
料
納
付
月
数
と
な
り
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
も
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）

す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

◆�

国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
は
民
間
事
業
者

に
委
託
さ
れ
て
い
ま
す

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
が

未
納
と
な
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
電
話
や
文

書
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
案
内
等
を
民
間

事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
年
金
保
険
料
の
こ
と
で
電
話
や
訪
問
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
次
の
事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

○
志
摩
市
を
担
当
す
る
事
業
者

「
株
式
会
社
バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
」

　
委
託
事
業
者
が
国
民
年
金
保
険
料
の
案
内
を

行
う
時
に
は
、
事
業
者
名
及
び
氏
名
を
名
乗
っ

た
上
で
、
お
客
様
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
委
託
事
業
者
が
ご
自
宅
を
訪
問
す
る
時
は
、

必
ず
日
本
年
金
機
構
が
発
行
し
た
顔
写
真
入
り
の

身
分
証
明
書
を
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
訪
問
時
に
現
金
を
預
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
手
数
料
を
要
求
す
る
こ
と
、
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
い
て
Ａ

Ｔ
Ｍ
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
、
年
金
手
帳
や

年
金
証
書
、
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
を

預
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
委
託
事
業
者
に
提
供

し
て
い
る
個
人
情
報
は
、
案
内
を
行
う
う
え
で

必
要
と
な
る
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の

あ
る
人
の
情
報
に
限
定
し
て
い
ま
す
。

　
委
託
事
業
者
に
対
し
て
は
、
「
日
本
年
金
機

構
法
」
や
本
事
業
に
係
る
委
託
契
約
書
な
ど

で
、
目
的
外
の
使
用
や
閲
覧
、
複
写
等
を
禁
じ

る
な
ど
、
情
報
の
漏
え
い
防
止
の
た
め
に
厳
格

な
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
、
委
託

事
業
者
に
問
い
合
わ
せ
る
場
合
は
、
送
付
さ
れ

て
き
た
郵
送
物
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◆�

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
所
在
不
明
に
な
っ

た
と
き

○
１
か
月
以
上
所
在
不
明
に
な
っ
た
と
き

　
年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
所
在
が
１
か
月
以

上
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
世
帯
の
世
帯

員
は
所
在
不
明
に
つ
い
て
の
届
出
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
受
給
権
者
へ
現
況
申

告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
現
況
申
告
書
の
返

信
が
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
年
金
の
支
払
い
が

一
時
止
ま
り
ま
す
。

○�

１
か
月
以
上
所
在
不
明
に
な
っ
た
人
の
所
在

が
判
明
し
た
と
き

　
年
金
の
支
払
い
が
止
ま
っ
て
い
る
人
の
所
在

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
止
ま
っ
て
い
る

年
金
の
解
除
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

保険年金課年金係　  44・0213
　　　　　　　　  44・5260
伊勢年金事務所　  0596・27・3601 知

っ
て
安
心
！
国
民
年
金
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問い合わせ　こども家庭課
 44・0282　  44・5260

高等職業訓練促進給付金等事業 自立支援教育訓練給付金事業
　ひとり親家庭の親が安定した生活のできる職業に
就くために、就職に有利な資格の養成機関で１年以
上のカリキュラムを修業する場合、修業期間中（上
限４年）の生活費を支援します。
※�令和３年度に限り、訓練受講期間を１年以上から

６か月以上に緩和します。
○対象となる資格
　看護師（准看護師含む）、介護
福祉士、保育士、理学療法士、作
業療法士、美容師　など
※�令和３年度に限り、一部の民間資格も支給対象とします。
○支給額
【高等職業訓練促進給付金】
　市民税非課税世帯　月額100,000円
　前記以外　　　　　月額70,500円
　※�養成機関における課程の修了までの最後の12か

月は月額40,000円を加算します。
【高等職業訓練修了支援給付金】
　市民税非課税世帯　50,000円
　前記以外　　　　　25,000円

　長引く新型コロナウイルス感染症の影響で、今もなお消費活動の低迷が続いています。
　そこで、市内での消費を喚起して市内事業者の売上向上を応援するため、市内店舗などで使える
お得な商品券『しまスマイル商品券』を販売します。
　商品券を購入するための『購入引換ハガキ』を郵送しますので、ぜひご購入ください！

問い合わせ　商工課　  44・0010　  44・5262
購入場所や購入方法などの詳細は、6月中旬に市内全戸へ
配布予定のチラシ（タウンプラス）をご確認ください。

プレミアム率100％！
3,000円で6,000円分の利用が可能

市内に住所があり、児童扶養手当を受けているか、同等の所得水準にある人が対象で、事前相談が必要です。

　ひとり親家庭の親が就職に必要な技術を身につけるため教
育訓練講座を受講する場合、受講費用の一部を負担します。
〇対象となる講座
・�雇用保険制度の教育訓練給付（一般教育訓練給付・特定一般

教育訓練給付・専門実績教育訓練給付）の指定講座
〇支給額
・対象講座受講料の60％（①）
　�（下限は12,001円、上限は修学年数×20万円、最大80万円）
　※�雇用保険法による教育訓練給付金の受給者の場合、①の

額から教育訓練給付金の額を差し引いた額となります。

ひとり親家庭のための取り組み

高等学校卒業程度認定試験合格支援事業
　ひとり親家庭の親または児童（20歳未満）が高等学校卒
業程度認定試験合格を目指すための講座を受講する場合、
受講費用の一部を負担します。
〇支給額
【受講修了時給付金】
　受講費用の40％（下限は4,001円、上限は10万円）
【合格時給付金】
　受講費用の20％（受講修了時給付金と合わせて上限10万円）

～志摩市ご縁に感謝プロジェクト～

しまスマイル商品券

1人1冊の購入が可能

～
志
摩
市
ご
縁
に
感
謝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
し
ま
ス
マ
イ
ル
商
品
券・ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
取
り
組
み
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○子どもメディカルラリー
　子どもメディカルラリーは、子どもたちがケガをし
た場合や倒れている人を発見した際に「自分たちの
身を守りつつ適切な手当ができるようになってほし
い。」との願いから全国数か所で開催されているイベ
ントです。
　このイベントの特徴は、応急手当などの講習だけで
なく、実際に手当が必要な状況を作り、子どもたちが
学んだ技能を用いてチームごとに競い合います。
　志摩市民病院では、志摩市の将来を考え、子どもた
ちが早期から医療や防災に関心を持ち、救命処置や応
急処置について学んでもらうため、開催しています。
　優秀チームには、記念品を用意していますので、ぜ
ひご参加ください。
・開催日時　7月18日（日）
　午前の部　  8時30分～12時
　午後の部　13時30分～17時
　※午前の部と午後の部は、同じ内容となります。

・開催場所：志摩市役所
・参加対象：�市内小学校5年生または6年生
　　　　　 （3人１組での参加）
・参加費：無料

○事前講習会
・開催日時　7月10日（土）
　午前の部　  9時30分～12時
　午後の部　13時30分～15時
　※午前の部と午後の部は、同じ内容となります。
・開催場所　志摩市役所
・講習内容　�救急要請の方法、心肺蘇生術、AEDの

使用方法、外傷処置など
　応募方法などくわしくは、志摩市民病院ホームペー
ジをご覧ください。
問い合わせ
　志摩市民病院　  73・8877　  72・3949
　  https://shimacityhospital.jp/

第2回志摩子どもメディカルラリー開催!!志摩市民病院だより

地域包括支援センターは高齢者の暮らしを総合的にサポートします!!

認知症サポートガイド
ができました！

志摩高校
漫画・文芸

研究部
地域包括支援センターかわら版

　『認知症になっても、住み慣れた地域で安心して暮らし続けることがで
きるまち』をめざし、市では認知症の知識の普及・啓発や相談支援など
の認知症施策をすすめています。

　この「認知症サポートガイド」は、認知症の基礎知識や市のいろいろ
な福祉制度やサービスの情報をまとめたものです。

　配布は、志摩市地域包括
支援センターと浜島・磯
部地域包括支援センターで
行っており、市のホーム
ページからダウンロードが
できますので、ご活用くだ
さい。

志摩市地域包括支援センター（担当地区：阿児・大王・志摩）  44・0284　  44・5260
浜島・磯部地域包括支援センター（担当地区：浜島・磯部）　  68・2211　  68・7755

認知症サポートガイドを作成しました！
～「みとめ“あい”」認知症とともに暮らすために～

志
摩
市
民
病
院
だ
よ
り・地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
わ
ら
版
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私
が
福
祉
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
た
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
だ
け
で
な
く
、
笑
顔
で
ち
ょ
っ

と
し
た
方
言
を
入
れ
な
が
ら
、
入
居
者
に
親
し
み
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
会
話
の
中
で
は
、
そ
の
人
の
思
い
や
体
調
な
ど
気
づ
く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
こ
の
気
づ
き
も
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
私
の
休
日
の
過
ご
し
方
と
い
う
か
、趣
味
と
い
う
の
か
、天
気
の
い
い
日
は
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
出
会
う
地
元
の
人
た
ち
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ま
た
好
き
な
ん
で
す
。

　
今
は
コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
、
マ
ス
ク
を
し
て
距
離
を
保
ち
な
が
ら
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」と
挨
拶
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、同
じ
人
と
再
会
し
た
ら「
今

日
は
い
い
天
気
や
ね
」
と
言
葉
の
数
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
更
に
何
度
も
会
う
人
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
世
間
話
ま
で
発
展
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
少
し

の
会
話
で
心
が
和
み
、
一
日
が
と
て
も
い
い
日
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
大
事
な
こ
と
は
「
共
感
す
る
こ
と
」「
話
を
聴
い
て
あ

げ
る
こ
と
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
話
や
感
情
に
共

感
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
、
聴
き
上
手
に
な
る
こ
と
を

大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
現
場
か
ら

志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー	

介
護
福
祉
士　
谷た

に
口ぐ

ち　
篤あ

つ
し

さ
さ
や
か
な
想
い
出

セ
ン
タ
ー
長

田た

畑ば
た　

好よ
し

基き

セ
ン
タ
ー
長
だ
よ
り

　
ず
い
ぶ
ん
前
の
、
私
が
大
学
生
だ
っ
た
頃
の
想
い
出
で
す
。

　

秘
密
で
す
が
、
私
の
大
学
時
代
の
成
績
は
非
常
に
悪
か
っ
た
で
す
。
そ
の
言

い
わ
け
と
し
て
は
、
1
年
生
の
時
に
先
輩
か
ら
「
医
者
と
い
う
の
は
医
者
に
な
っ

て
か
ら
真
剣
に
勉
強
す
る
の
が
大
切
で
あ
っ
て
、
学
生
時
代
は
自
由
に
暮
ら
し

て
、
テ
ス
ト
は
カ
ン
ニ
ン
グ
で
通
っ
た
ら
え
え
ん
や
で
」
と
言
わ
れ
て
、
そ
れ

を
信
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
で
は
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
が
間
近
と
な
っ
て
い
た
時
に
、
あ
る
教
授
か
ら
、「
毎
年
一
部
の
卒
業
生

が
学
長
の
家
を
訪
ね
て
、
卒
業
記
念
食
事
会
を
し
て
も
ら
っ
て
る
ん
だ
が
、
今

年
は
君
が
幹
事
を
し
て
く
れ
ん
か
ね
？
」
と
言
わ
れ
、「
え
え
っ
、
な
ん
で
？
成

績
の
い
い
人
が
す
る
べ
き
で
し
ょ
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
数
人
集
め
て
訪
問
し

ま
し
た
。

　

当
時
の
学
長
は
私
た
ち
か
ら
す
る
と
「
神
様
」
み
た
い
な
存
在
で
、
医
師
と

し
て
も
社
会
的
に
非
常
に
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
年
に
は
一
番

上
位
の
勲
章
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

学
長
様
、
学
長
様
と
緊
張
し
な
が
ら
訪
問
し
た
た
め
、
食
事
会
の
内
容
は
ほ

と
ん
ど
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
唯
一
記
憶
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
の
学
長
様

が
同
居
の
お
孫
さ
ん
か
ら
シ
ン
プ
ル
に
「
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ

と
で
し
た
。

　

い
く
ら
社
会
的
に
地
位
の
高
い
人
で
あ
っ
て
も
、
家
庭
に
帰
れ
ば
普
通
の
人

な
ん
だ
。
な
れ
る
ん
だ
。
家
庭
で
心
が
安
ら
ぐ
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
家
庭
や
子
孫
っ
て
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
ん
だ
っ
て
思

い
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ

第
１
０
８
回 医

療・福
祉・介
護
の
現
場
か
ら・セ
ン
タ
ー
長
だ
よ
り
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自
慢
で
き
る

　
　
志
摩
市
を
創
る

　

日
を
追
う
ご
と
に
暖
か
く
な
り
、市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
万
全
に
心

掛
け
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
も
自
慢
の
ま
ち
を
作
る
た
め
の
政
策
と
し
て
、私
が
掲
げ
る

５
つ
の
チ
ェ
ン
ジ
の
ひ
と
つ
、「
行
政
の
チ
ェ
ン
ジ
」に
つ
い
て
お
話

し
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
新
し
い
価
値
観
が
認
め
ら
れ
始
め
、時
代
を
見
極
め

る
新
し
い
行
政
の
考
え
方
が
改
め
て
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

新
し
い
行
政
の
考
え
方
と
は
、市
役
所
の
職
員
が
、民
間
運
営
の
方
法

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
や
、共
に
仲
間
と
し
て
時
代
を
見
定
め
、新
し
い

志
摩
市
を
作
る
た
め
に
良
い
仕
事
を
す
る
こ
と
で
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、行
政
の
チ
ェ
ン
ジ
と
し
て
、国
の
地
域
お
こ
し
企

業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。株
式
会
社
日
本
航

空（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）様
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、株
式
会
社
日
本
航
空

様
の
社
員
を
志
摩
市
の
職
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、志
摩
市
役
所
に
民

間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
少
し
で
も
浸
透
さ
せ
、市
役
所
職
員
の
意
識

改
革
も
行
い
な
が
ら
、志
摩
市
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
観
光
産
業

の
推
進
も
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、志
摩
市
で
は
、５
月
20
日
か
ら
高
齢
者
の
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。高
齢
者
以
外
の
人
に

つ
い
て
は
、決
ま
り
次
第
対
象
者
へ
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、今
し

ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
が
安
心
し
て
接
種
を
受
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、し
っ
か
り
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

自
慢
の
ま
ち
の
た
め
の
政
策

タイ料理の魅力
　サワッディカ！皆さん、タイ料理を食べたことがあ
りますか。最近、家庭で簡単に作れるタイ料理が、日本
のスーパーでも気軽に買えますね。タイ料理は日本で
はもちろん、世界中でも人気です。例えば、「マッサマ
ンカレー」が2020年のCNNトラベル「世界のベスト
料理50」のトップに選出され、「トムヤムクン」も世界
三大スープのひとつだと呼ばれています。
　タイ料理の大きな特徴が、「甘味・辛味・酸味」に「塩
味・旨味」を加えた5つの味覚とハーブの「香り」にあ
ります。日本料理は、甘いもの、酸っぱいものなど、組
み合わせで食事全体のバランスを取ることに対し、タ
イ料理は一皿に多くの味覚が混ざり合い調和させま
す。料理の種類により、主張する味覚も異なります。例
えば、本格グリーンカレーなら、塩味・辛味が強く、甘
味が少しだけです。
　さらに、タイ料理には、レモングラスやホーリーバ
ジルなど、味や香りをよくするためにハーブも加え
ます。タイハーブの中で、日本で一番人気が高まって
いるのは、パクチーで間違いないでしょう。日本での
パクチーブームにはタイ人が驚くほどで、「パクチー
ジュース」や「パクチーサラダ」まで登場しています。
タイでは、パクチーを色付けや香り付けとしてスープ
に入れたり、料理の上に載せたりするだけです。
　また、多くのタイ料理は辛いですね！タイ人は辛い
ものが大好きです。でも、日本のメディアがよく言っ
ている「タイは暑い国で辛いものを食べる」ことでは
なく、「辛くておいしい。辛くないとおいしくない」と
いう考えからです。とはいえ、「パッタイ」や「カオマン
ガイ」など辛くないタイ料理もたくさんあります。辛
さが苦手でも、ぜひ一度タイ料理を体験してみてくだ
さいね。

市
役
所
職
員
で
あ
る
牛
塲
弁
護
士
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
キ
ャ
ミ
先
生
、Ｃ
Ｉ
Ｒ
の
ベ
ン
さ
ん
と
ナ
ー
さ
ん
が

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
コ
ラ
ム
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Shima
Talk

今月号の担当は
CIRのナーさんです！

市
長
コ
ラ
ム・
Ｓ
ｈ
ⅰ
ｍ
ａ 

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
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